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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第43期
第３四半期
累計期間

第44期
第３四半期
累計期間

第43期

会計期間

自平成23年
１月１日
至平成23年
９月30日

自平成24年
１月１日
至平成24年
９月30日

自平成23年
１月１日
至平成23年
12月31日

売上高（千円） 5,792,6025,646,5137,734,304

経常利益（千円） 482,640 383,614 618,168

四半期（当期）純利益（千円） 403,039 374,694 558,178

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － － －

資本金（千円） 1,302,5911,302,5911,302,591

発行済株式総数（株） 26,051,83226,051,83226,051,832

純資産額（千円） 2,940,4813,458,2273,099,643

総資産額（千円） 4,261,5774,699,8404,387,010

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 15.48 14.39 21.44

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － －

自己資本比率（％） 69.0 73.6 70.7

　

回次
第43期
第３四半期
会計期間

第44期
第３四半期
会計期間

会計期間

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

自平成24年
７月１日
至平成24年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 5.91 5.22

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等を含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況　

当第３四半期累計期間における我が国経済は、東日本大震災の復興需要等を背景に穏やかな回復傾向にありま

したが、欧州の債務危機が長期化していることや、中国をはじめとした新興国における成長鈍化の懸念などによ

り、世界経済の減速感は根強く、国内経済の見通しは依然として先行き不透明な状況が続いております。

情報サービス産業におきましても、景気の不透明感を背景として、新規案件の先送りや受注競争の激化など、厳

しい事業環境が続いております。

このような環境のもと、当社は、今後５年間でITサービス企業ランキング150傑に入ることを目指す「Reach

for 150」をスローガンに掲げ、当事業年度は、継続的な発展と飛躍に向けての“ステージ－１”の年として事業

拡大に取組んでおります。

この結果、当第３四半期累計期間の経営成績につきましては、売上高は5,646百万円（前年同四半期比2.5%減）

となりました。また営業利益は371百万円（前年同四半期比18.4%減）、経常利益は383百万円（前年同四半期比

20.5%減）、四半期純利益は374百万円（前年同四半期比7.0%減）となりました。　

サービス品目別の売上高は次のとおりであります。

　

①アプリケーションソフトウェア開発

アプリケーションソフトウェア開発は、主に官公庁、金融業及び通信、流通、製造業などの業務分野向けソフ

トウェアの開発が中心であります。当第３四半期累計期間におきましては、売上高は4,327百万円（前年同四半

期比0.1%増）となりました。

　

②パッケージソフトウェア開発

パッケージソフトウェア開発は、主に自治体を中心とする行政経営支援サービス（FAST）のソフトウェア開

発が中心であります。当第３四半期累計期間におきましては、売上高は652百万円（前年同四半期比27.5%減）

となりました。

　

③コンピュータ機器等販売

コンピュータ機器等販売は、主に自治体及び一般企業を取引先として、コンピュータ機器とその周辺機器や

ネットワーク製品を中心とした販売が中心であります。当第３四半期累計期間におきましては、売上高は666百

万円（前年同四半期比17.3%増）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

（資産の部）

当第３四半期会計期間末において、総資産は4,699百万円となり、前事業年度末と比べ312百万円の増加とな

りました。流動資産は、受取手形及び売掛金が増加した一方で、現金及び預金が減少したこと等により256百万

円減少し3,299百万円となりました。また、固定資産は、長期預金が増加したこと等により569百万円増加し

1,400百万円となりました。

　

（負債及び純資産の部）

負債は、賞与引当金が増加した一方で、１年内返済予定の長期借入金や長期未払金が減少したこと等により

前事業年度末に比べ45百万円減少し1,241百万円となりました。

また、純資産は、四半期純利益が発生したこと等により358百万円増加し3,458百万円となり、自己資本比率は

73.6%となりました。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4）研究開発活動

当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は、6,349千円であります。

なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①　【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 98,000,000

計 98,000,000

②　【発行済株式】

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数（株）

（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）

（平成24年11月14日）

上場金融商品取引所名

又は登録認可金融商品

取引業協会名

内容

普通株式 26,051,832 26,051,832

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 26,051,832 26,051,832 ― ―

 　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高　
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成24年７月１日～ 

平成24年９月30日
－ 26,051,832－ 1,302,591－ 1,883,737

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　 13,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  26,019,000 26,019 －

単元未満株式 普通株式   　 19,832 － －

発行済株式総数 26,051,832 － －

総株主の議決権 － 26,019 －

　  

②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

ジャパンシステム株式会社
東京都渋谷区代々木

一丁目22番１号
13,000 － 13,000 0.04

計 － 13,000 － 13,000 0.04

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成24年７月１日から平成24年

９月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成24年１月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,089,739 1,769,912

受取手形及び売掛金 1,123,118 1,175,957

商品 14,700 9,268

仕掛品 92,471 100,168

その他 349,117 357,081

貸倒引当金 △112,590 △112,710

流動資産合計 3,556,557 3,299,678

固定資産

有形固定資産 187,320 150,341

無形固定資産 247,523 276,055

投資その他の資産

長期預金 － 600,000

その他 395,609 373,765

投資その他の資産合計 ※
 395,609

※
 973,765

固定資産合計 830,453 1,400,162

資産合計 4,387,010 4,699,840

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 221,823 225,099

短期借入金 150,000 150,000

1年内返済予定の長期借入金 60,000 －

未払金 258,929 233,474

未払法人税等 22,370 12,701

前受金 108,172 124,180

預り金 235,506 209,110

賞与引当金 63,005 198,891

その他 63,912 19,365

流動負債合計 1,183,720 1,172,823

固定負債

長期未払金 45,030 9,520

資産除去債務 56,262 56,932

その他 2,354 2,336

固定負債合計 103,647 68,789

負債合計 1,287,367 1,241,613
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,302,591 1,302,591

資本剰余金 1,883,737 1,883,737

利益剰余金 △61,402 313,292

自己株式 △3,681 △3,694

株主資本合計 3,121,244 3,495,926

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △21,600 △37,699

評価・換算差額等合計 △21,600 △37,699

純資産合計 3,099,643 3,458,227

負債純資産合計 4,387,010 4,699,840

EDINET提出書類

ジャパンシステム株式会社(E04820)

四半期報告書

 9/14



（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 5,792,602 5,646,513

売上原価 4,369,874 4,242,338

売上総利益 1,422,728 1,404,174

販売費及び一般管理費 967,411 1,032,776

営業利益 455,316 371,398

営業外収益

受取利息 1,695 1,845

受取配当金 7,868 8,369

助成金収入 20,610 2,888

その他 2,203 1,714

営業外収益合計 32,377 14,818

営業外費用

支払利息 3,927 1,905

その他 1,126 696

営業外費用合計 5,054 2,602

経常利益 482,640 383,614

特別損失

固定資産除却損 2,374 1,486

特別退職金 36,807 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 33,072 －

特別損失合計 72,253 1,486

税引前四半期純利益 410,386 382,127

法人税、住民税及び事業税 7,347 7,432

法人税等合計 7,347 7,432

四半期純利益 403,039 374,694
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【追加情報】

当第３四半期累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。

　　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

※  資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前事業年度

（平成23年12月31日）
当第３四半期会計期間
（平成24年９月30日）

投資その他の資産 17,900千円 17,900千円

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書及び前第３四半期累計期間に係る四半期キャッ

シュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償

却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自  平成23年１月１日
至  平成23年９月30日）

当第３四半期累計期間
（自  平成24年１月１日
至  平成24年９月30日）

減価償却費 144,353千円 116,508千円

　　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年９月30日）

配当に関する事項

該当事項はありません。  

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成24年１月１日　至　平成24年９月30日）

配当に関する事項

該当事項はありません。  

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年９月30日）

当社は、情報サービスの単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成24年１月１日　至　平成24年９月30日）

当社は、情報サービスの単一セグメントであるため、記載を省略しております。 
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 15円48銭 14円39銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 403,039 374,694

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 403,039 374,694

普通株式の期中平均株式数（株） 26,038,288 26,038,133

（注）  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
　

２【その他】

該当事項はありません。   

　

　

EDINET提出書類

ジャパンシステム株式会社(E04820)

四半期報告書

12/14



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月14日

ジャパンシステム株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 上村　　純　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 矢崎　弘直　　印

     

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているジャパンシステム

株式会社の平成24年１月１日から平成24年12月31日までの第44期事業年度の第３四半期会計期間（平成24年７月１日か

ら平成24年９月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成24年１月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期財務

諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ジャパンシステム株式会社の平成24年９月30日現在の財政状態及び同日をもっ

て終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲には、ＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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